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生活保護費５０億円超える!? 
２年で１０億円増える!?  

月刊武松 第１３５号  武松政策研究会 討議資料 

 前号の民生費に引き続き、民生費中の扶助費の中

で増加が著しい生活保護費について、1999年度予

算と2013年度予算を比較します。 

 

■生活保護費５０億円超える 
 ２０１３年度の生活保護費は、全体で５３億２８２７万円

（前年より4.3億円UP）となりました。1999年度

では、24億5242万円で、今年度予算は、28億

7585万円も増加し、２.１７倍にもなっています。 

 図１に生活保護費の主な内訳を示します。その約

半分は、医療扶助費で今年度25.2億円にもなってい

ます。続いて生活扶助費、住宅扶助費の順になって

います。その中で、金額は少ないものの、増加率の

高いものは住宅扶助費で、約3倍になっています。 
 生活扶助費：日常生活に必要な費用(食費･被服費･光熱費等) 

 住宅扶助費：アパート等の家賃 (範囲内で実費を支給) 

 医療扶助費：医療サービスの費用費用は直接医療機関へ支払 

       (本人負担なし) 

７７,７０８円 
情報公開の第一歩 政治資金を見えるようにします。 

印刷代(月刊武松印刷代)         １８,０６０円 

交通費(駐車場、燃料代、高速代)    １５,４９６円 

会場費(市民会館）          ２,７００円 

通信費(携帯電話代､折込代)        ４１,４５２円   

支出計 13/5/7～13/6/2              ７７,７０８円 

  

５月の支出(図書､備品、慶弔、飲食除く) 

■国県支出金が40億円に 
 生活保護費財源の負担割合は、国県が75%で市が

約24％ （2013年度で12.74 億円）です。市負担

分を、市民一人当たりに換算すると6500円になり

ます。また市負担は、1999年度が5.68億円ですの

で、2013年度が、12.74億円で、７億円も増えて

います。  
 

■生活保護所管の職員数は、10人→28人に 
 小田原市の生活保護を所管する、市福祉政策課保

護係の職員数は、10人（1999年度）から28人

（2013年度）に増えています。 これは、保護世

帯の増加による業務量の増加への対応と、生活保護

世帯への※訪問相談員（ケースワーカー）の増員が

主なものです。 

※ 生活保護受給中には､年に数回､或いは3ヶ月に

一回の家庭訪問があります。家庭訪問は生活保護法

で定められた実施項目です。 
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図１ 生活保護費内訳の比較 1999-2013
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図2 生活保護費財源内訳の比較1999-2013
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武松政策研究会からのお知らせ 
７月・８月の月刊武松の発行配布は中止します。(参院公示期間等) 
６月の勉強会 どなたでも参加できます。 

  日 時：6/29(土)18時～20時  場 所：市民会館６階 第１多目的室 

  テーマ：「小田原駅周辺の課題について」 
  参加費：100円 終了後、実費で懇親会を行います。 

 

HPは、YAHOO!で「たけまつただし」 月刊武松バックナンバー全て掲載しています。 
 

 寄付は、ジャパンネットバンク 本店 普通口座 ７９４１３７７ タケマツタダシ  

     さがみ信用金庫 ﾀﾞｲﾅｼﾃｨｲｰｽﾄ出張所 普通口座 ００５１２２８ 武松政策研究会 武松忠 まで 

月刊武松は本人が配布しているため、行き届かないところがありますが、読み終わりましたら知合い

の方にお渡しいただけると幸いです。また、ｅメールでも送付していますので連絡下さい。 

城下町ﾎｰﾙから、芸術文化創造ｾﾝﾀｰへ 
 芸術文化創造センターの設計者が決定したの

で、設計案と城下町ホールのを比較します。 

 

■城下町ホール（図３） 

メインホール 

 市民の発表会に最適な中ホール規模の（1階席

のみ利用で700席）、劇場型（1100席）、コ

ンサート型（1360席）など、それぞれの演目に

ふさわしい環境を備えた形式に可変可能。 
 

サブホール 

 平床形式のホールで、最大300席の客席を確

保。 発表会や展示、コンサートなど幅広く利用

できる。 

 

■芸術文化創造センター（図４） 

大ホール 

 1・２階のみ利用（固定式778席） 

 １～４階利用（固定式1200席） 
 

小ホール 

 １階（固定式300席） 

 ２階（サイドバルコニー42席） 

▲図３ 城下町ホール１階設計図 

▲図４ 芸術文化創造ｾﾝﾀｰ１階 設計提案図 

創造系機能 

１階 

 大スタジオ、中スタジオ 

２階 

 小スタジオ 5ヶ所 

 FMｻﾃﾗｲﾄｽﾀｼﾞｵ 

 ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟﾙｰﾑ 6ヶ所 

 ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ 3ヶ所 

 

 端的に言うと形の変わっ

た音楽ホールから、創造系

機能を付加した劇場になっ

たような気がします。 


